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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 21 陣の記録 

 テーマ：若手ジャーナリスト交流，対象国：インドネシア  

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019 の一環として，インドネシアよりメディア関係者 11 名が，2020 年 2 月

4 日～2 月 11 日の 7 泊 8 日の日程で来日し，「若手ジャーナリスト交流」をテーマとした

プログラムに参加しました。一行は，東京都で在京インドネシア大使館を表敬訪問し，国

会議事堂，フォーリン・プレスセンター等を視察しました。更に，福島県では，地元メデ

ィアや環境創造センター等に加え，東日本大震災からの環境回復や創造に向けた取り組み

を視察し，メディアや報道等を通し迅速に重要な情報を伝える任務の大切さを学びました。

その後，ホームステイや交流会を通して日本の理解を深めました。一行はプログラム中，

各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。帰国前の報告会で

は，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について発表しました。 

 

 

２．日程 

２月４日（火） 【来日】 

【オリエンテーション】 

【講義】ASEAN 事務局 

【視察】国会議事堂 

 

２月５日（水） 【視察】テレビ東京 

【表敬】在京インドネシア大使館 

東京都から福島県へ移動 

 

２月６日（木） 【表敬・ブリーフ】福島県庁 （広報・復興関連）  

【視察・交流】福島民報社  

【視察】コミュタン福島 福島県環境創造センター  

【視察】福島県農業総合センター  

 

２月７日（金） 【視察】Ｊビレッジ（東京オリンピック･パラリンピック関連）  

【視察】福島県立ふたば未来学園  

【視察】いわき市地域防災交流センター久之浜・大久ふれあい館 

【視察】ワンダーファーム 
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２月８日（土） 【視察】鶴ヶ城 

【ホームステイ】入村式 

 

２月９日（日） 【ホームステイ】離村式  

福島県から東京都へ移動 

 

２月１０日（月）【ワークショップ】 

               【視察】フォーリン・プレスセンター 

【報告会】 

 

２月１１日（火）【離日】  

 

 

３．プログラム記録写真  

  

2 月 4 日【視察】 

国会議事堂 

2 月 5 日【視察】 

テレビ東京 

  

2 月 5 日【表敬】 

在京インドネシア大使館 

2 月 6 日【視察】 

【視察・交流】 福島民報社 
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2 月 7 日【視察】 

 福島県立ふたば未来学園 

2 月 7 日【視察】  

ワンダーファーム 

  

2 月 8 日【視察】  

鶴ヶ城 

2 月 9 日【ホームステイ】 

離村式 

  

2 月 10 日【視察】  

フォーリン・プレスセンター 
2 月 10 日【成果報告会】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 学生 

福島で起こった大地震・災害，そして日本がどのように復興したかについて，政府，

関係団体，実際の被害住民（懸命に生きようとしている人々）から直接，話を聞くこ

とができた事は貴重な体験でした。特に，印象的だったのは，震災・津波による被害

を受けた場所が現在，どのように復興しているか現地を視察でき，困難にも負けない

姿勢に感動しました。 

 

◆ 学生 

民家でホームステイをしたことが一番印象的で，貴重な経験となりました。日本人の

日常生活について直接知ることができました。皆，とても温かく，礼儀正しかったの

で嬉しかったです。日本文化にふれたことは，さらに自分の視野が広がったと感じた。

短い滞在だったので，機会があれば，また，いつか日本を訪れたいです。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆ 視察関係者 

実際に被災した現場に足を運んでいただき，震災体験者の話を聞いていただいたこと

で，被害の大きさに驚いたことと思います。同時に，復興に向けて着実に進んでいる

現状もご理解いただいたと思います。皆様はメディア関係の方ということなので，福

島の頑張っている姿をインドネシアの方々に伝えていただきたいと思います。 （いわ

き市地域防災交流センター） 

 

◆ ホームステイ関係者 

料理を作るなど家のお手伝いをしたいと言う方，日本人の家庭がどういうものか知り

たいと質問する方など，皆さん積極的に各家庭に溶け込もうとしている姿が見られ，

とてもうれしく思いました。お別れの際には参加者からも，受け入れ家庭からももっ

と長くいたいという声が聞かれ，今回の経験が印象深いものになっていただいたと思

います。雪に触れる機会もできて皆さん非常に喜んでいました。是非また来て頂きた

いです。（南会津町） 
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６. 参加者の対外発信 

  

福島県・鶴ヶ城より発信：雪に覆われた

鶴ヶ城を訪れる。（Instagram）  

ホームステイより発信：お別れの時，とて

も悲しくて泣いてしまった。（Instagram） 

  

Jenesys2019 報告会の様子を発信：最後

に全員で記念撮影，さようなら，ありが

とうございます！（Instagram） 

インドネシア新聞社が日本へ出発時に発

信： 10 人のジャーナリスト・学生が日本

へ出発（ＨＰと新聞） 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

  

アクション・プランの発表① 

オンラインサイトや新聞上で記事にして

発信する。 

・ソーシャルメディア及びメディアプラ

ットフォームを通し，情報発信。 

・ソーシャルメディア上に個人的な印象

や感想，経験を投稿する。 

・2011年の大地震・災害の後，福島がど

のように復興をしているか，友達や家

族に話し，体験を共有する。 

アクション・プランの発表② 

ソーシャルメディア（Facebook, Instagram, 

twitter）やマスメディア（新聞，放送）に投

稿する。 

 

アクション・プランの発表③ 

帰国し，1 ケ月以内にすること 

・スポーツ，ライフスタイル，旅行，科

学分野，又，3 分から 5 分の短いニュー

ス特番の番組を発信する。 

・災害関連・オリンピック関連・旅行関

連について発信 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


